
医療保険分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割額 7.2% 7.3% 1.7% 2.0% 1.5% 1.9%

資産割額 13.0% 10.0% 3.1% 2.2% 3.9% 2.9%

均等割額 20,500 円 23,400 円 4,000 円 7,000 円 6,100 円 8,500 円

平等割額 26,200 円 26,400 円 6,000 円 7,000 円 6,200 円 7,500 円
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ま
す

　
町
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
同
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
す
。
　

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
安
定
的
な
財
政
運
営
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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２
年
度
か
ら
令
和
６
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６
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受
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ら
れ
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ら
れ
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。
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安
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安
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す
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療
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ら
れ
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れ
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付
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付
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●被保険者の推移●被保険者の推移

　65歳～74歳（前期高齢者）の被保険者は高齢化の影響で増加し、　65歳～74歳（前期高齢者）の被保険者は高齢化の影響で増加し、

若年層は社会保険の適用拡大もあり、年々減少しています。若年層は社会保険の適用拡大もあり、年々減少しています。

46.7％46.7％

50.5％50.5％

●国民健康保険財政調整基金の動向●国民健康保険財政調整基金の動向

　この基金は、健全な国保財政の運営財源に充てるため設置して　この基金は、健全な国保財政の運営財源に充てるため設置して

います。平成 30年度から県への納付金を基金から補てんしていまいます。平成 30年度から県への納付金を基金から補てんしていま

す。現在の国保税率を据え置くと基金が枯渇し、財源が不足するす。現在の国保税率を据え置くと基金が枯渇し、財源が不足する

こととなります。こととなります。
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※
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を
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な
ど
、
医
療
費
の
適
正
化
に
取
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な
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組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
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組
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で
い
き
ま
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町
の
医
療
費
状
況
は
？

町
の
医
療
費
状
況
は
？●療養諸費（医療費）の増加●療養諸費（医療費）の増加

　受診頻度の高い高齢者の増加や、医療技術の高度化などにより療養　受診頻度の高い高齢者の増加や、医療技術の高度化などにより療養

諸費（医療費）は年々、増加しています。諸費（医療費）は年々、増加しています。

※ジェネリック医薬品※ジェネリック医薬品

（後発医薬品）（後発医薬品）

　新薬と同等の有効成分、　新薬と同等の有効成分、

安全性があると国に認め安全性があると国に認め

られた薬。新薬の特許がられた薬。新薬の特許が

切れた後に販売されるも切れた後に販売されるも

ので、研究費などが抑えので、研究費などが抑え

られるため、一般的に新られるため、一般的に新

薬よりも安価で患者に提薬よりも安価で患者に提

供されています。供されています。
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